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濃度が高いと TBT＋は油相に移動しにくい Cl－と抽出された後，油相中の Cl－と界面吸着したMC－のイオ
ン交換が起こり，対イオンの濃度，界面吸脱着，イオン移動の起こりやすさに依存した抽出過程を議論でき
た。単一微小油滴／水系で速度論的解析を行うことにより，油／水界面におけるイオン移動，イオン対移動
過程の詳細なメカニズムを明らかにした。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本研究は，綿密な研究計画の立案と注意深い実験の結果成し遂げられており，単一微小油滴を操作し，単
一液滴の電気化学・分光計測を可能にする手法（マイクロキャピラリーインジェクション／マニピュレーショ
ン－顕微分光－電気化学法）を開発して，油／水界面を経由したイオン移動過程とイオン対抽出過程に関す
る研究に展開した。単一微小油滴／水系においては，水溶液バルク相から微小油滴界面への物質移動が定常
的な球拡散で速くなり，また，油滴界面から油滴内部への物質移動はマイクロメートルサイズの距離の拡散
であるため速やかに起こる。さらに，油滴内の溶質の迅速電解で分配非平衡状態を誘起できることを利用し
て，油／水界面を経由する速い物質移動過程を速度論的に解析できるようになったことは高く評価される。
イオン対抽出のメカニズムは，従来，平衡論から推測されてきたが，界面を移動する化学種を計測していな
いため，界面吸着を伴わないイオンの組合わせにおいてもそのメカニズムは明らかにできなかった。本研究
で反応速度論的にイオン対抽出過程を計測・解析することで，移動するイオンの界面吸着の有無とイオン対
生成過程，イオン交換過程の関係を明確にし，イオン対抽出のメカニズムを解明したことは研究として価値
がある。溶媒抽出やクロマトグラフィー，生体膜プロセス，エマルション系における化学反応等を解明する
上で，本アプローチと得られた結果は非常に有用であり，分析化学やコロイド・界面化学等の分野の研究に
大きく貢献した。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
